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第 2 図のように、「町家」・「看板建築物 9）」・
「町家風建築物」・「その他の建築物」に 4分類
した 10）。「町家風建築物」の特定 11）は、筆





































1948 ～ 61 年に 5.9％であったものが、61 ～
74 年には 21.8％になり、その後も上昇し続け
ている（第 1 表・第 4図）。そして現在の町家















1948 2,983 ― ―
1961 2,808 5.9％ 5.9％
1974 2,195 21.8％ 26.4％
1987 1,392 36.6％ 53.3％
2000 847 39.2％ 71.6％
（河角ほか（2003）のデータより）










1948 128 ― ―
1961 125 2.3％ 2.3％
1974 94 24.8％ 26.6％
1987 67 28.7％ 47.7％














































































は、住宅専用は全体の 2 割であり、8 割は商

























































































































材　　質 建築物 壁面 格子 戸 窓枠 柱 腰壁
1．木
町家 3％ 47％* 74％* 59％* 82％* 29％*
看板 ― ― 33％ 8％ 8％ ―
町家風 ― 70％*** 60％*** 20％ 60％*** ―
2．土
町家 65％* ― ― ― ― ―
看板 8％ ― ― ― ― ―
町家風 60％*** ― ― ― ― ―
3．タイル
町家 9％ ― ― ― ― 9％
看板 33％ ― ― ― ― ―
町家風 10％ ― ― ― ― ―
4．金属
町家 ― 18％** 21％** 21％** ― ―
看板 25％ 17％ 42％ 67％ ― ―
町家風 ― 10％ 20％ 50％*** ― ―
5．モルタル・コンクリート
町家 24％** ― ― ― ― ―
看板 33％ ― ― 8％ ― ―
町家風 30％ ― ― ― ― ―
6．石
町家 ― ― ― ― ― 18％*
看板 ― ― ― ― ― ―
町家風 ― ― ― ― ― 10％
なし
町家 ― 35％** 6％ 21％ 18％ 44％
看板 ― 83％ 25％ 17％ 92％ 100％

























壁面 格子 戸 窓枠 柱 腰壁
平均 分散 平均 分散 平均 分散 平均 分散 平均 分散 平均 分散
町家 7.0 4.6 3.6 1.7 1.4 1.9 3.1 0.6 3.2 1.0 4.7 4.4
看板建築物 7.2 5.4 ― ― 5.4 8.9 6.3 11.8 ― ― ― ―
町家風建築物 7.7 2.3 4.0 1.6 4.6 2.9 3.2 1.4 3.9 2.0 4.5 4.5
他の中高層建築物 7.8 3.3 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
（現地踏査により作成）
第 5表　　伝統的町家の色彩（2004）
要素 土壁 木格子 木戸 木枠窓 木材柱 木材腰壁 石材腰壁
色相 無彩色・2Y～ 5Y 5R～ 10YR 5R～ 5Y 10R～ 10YR 5R～ 10YR 無彩色・10R～ 10YR無彩色・2.5Y
平均 分散 平均 分散 平均分散 平均 分散 平均 分散 平均 分散 平均 分散
明度 7.3 4.1 3.6 1.9 4.1 2.1 2.9 0.3 3.3 1.1 3.4 1.2 5.7 5.3
彩度 3.5 10.9 3.3 3.3 4.7 7.2 2.8 1.1 3.0 1.8 2.8 3.5 2.2 5.2
値 最小 最大 最小 最大 最小最大 最小 最大 最小 最大 最小 最大 最小 最大
明度 2.0 9.5 2.0 7.0 2.0 8.0 1.5 4.0 2.0 7.0 2.0 5.5 2.0 7.5




壁面 格子 戸 窓枠 柱 腰壁
平均 分散 平均 分散 平均 分散 平均 分散 平均 分散 平均 分散
町家 2.9 8.5 3.0 5.1 4.4 6.7 3.1 2.0 3.0 1.8 2.7 3.3
看板建築物 3.1 14.0 ― ― 2.6 6.0 1.6 5.4 ― ― ― ―
町家風建築物 3.9 8.0 5.4 7.7 6.0 12.6 3.6 10.1 5.0 17.6 1.0 2.0
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第 1図　　京都市：対象地域と町家の残存状況
矢野ほか（2004）のデータより作成
データ：トヨタ財団（1995-1997）、京都市（1998）、立命館大学地理学教室調査（2003）
第 5図　　都心部における町家（2003）と町家風建築物（2004）の分布 （現地踏査）
京都における町家と町家風建築物からみた「地域の色」の継承と創造
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第 6図　　町家風建築物の階数別分布（2004）
（現地踏査）
第 7図　　町家風建築物の用途（2004）
（現地踏査）
第 9図　　外観構成要素の色相（2004）
（現地踏査）
